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突撃インタビュー

迫田昂輝先生に聞く
恒例の突撃インタビューも 23 回目となりました。今回は，多方面でご活躍の数学講師である迫

田昂輝先生にお話を伺いました。「数学が苦手な生徒に，まず数学を好きにさせる」という想いに
ついて，数学を苦手としている高校生に対して私たち教員が心掛けることや工夫などのお話や，ま
た，BYOD の導入が進み益々 ICT を活用した教育が求められる今，動画を含めたツールの有効
な活用方法に関してのお話をお伺いすることは，本県の高等学校数学科職員にとって学ぶことが大
変多いと考えました。千葉県の数学水準の向上のためにも，千葉県内の数学科職員並びに生徒に，
先生の取り組みや想いを伝えたいと思いお話を伺いました。

1 生い立ちとお仕事について
—生い立ちを教えてください
保育園くらいから鹿児島県でも結構田舎な
ところで育ちました。特に教育熱心な親でも
なく，子供の頃からずっと言われていたのは
「好きなことをやれ」でした。なので，特に
勉強のことは言われなかったんですけど，挨
拶とか謝罪とか，そういったところはずっと
細かく言われました。
小学生の頃は，バッタやカエルを取ったり
と，そんな中から色々なことは学んでいた
のかなっていう気がします。特に勉強とかは
やってなかったですね。ただ，母親が何かを
やらせようと思ったのか，年長くらいから公
文をやっていてこれはちゃんと続けていた気
がします。そのお陰もあってか，小学校１年
生くらいの頃から，別に算数は苦じゃなく計
算ができたので，小１，小２はうまいことい
きました。
小学校の頃から算数は面白いと思っていた
のかな。単純に点数が取りやすいなっていつ
も思ってましたね。中学受験の勉強をやり始
めたあたりから，算数ってすごく面白いなっ
ていう風には感じるようになりましたね。特
に図形の問題を扱ってる時に面白さがあっ
たかなと思います。当時は答えがはっきり分
かっているっていう，その数学の科目特性が
小学生にとっては良かったんだろうなと思っ

ています。比較として国語がありますが，人
の気持ちが読めない子だったので，よくある
「筆者の心情を答えよ」みたいな問題とかは
「知らんがな」って思ってたんですよね。一
方で数学は非常に論理が明快なのでわかりや
すくて，そこが魅力だったのかなっていう気
はしてます。
小学校４年生くらいになった時に，母は中

学受験させたかったんでしょうね，日能研の
体験授業に連れていかれたのですが，それが
めちゃくちゃ面白かった。それから，日能研
に入って勉強して中高一貫校に進学しました
が，大学受験では全然勉強はせずに，その結
果，一年浪人しました。ずっと僕は都会に出
たいと思っていたので，早稲田大学の理工学
部数理科学科を受験し，一浪で受かってそれ
からずっと東京にいるっていう感じです。
大学時代は塾の先生が楽しすぎて大学の勉

強は全然やっていませんでした。大学にも行
かなくなってしまったので２年留年してるん
ですけど， びっくりするぐらい劣等生でし
たね。僕は大学で多変数解析のゼミにいたん
ですけど，多変数を解析できないまま卒業し
ました。なので，ちょっと大学数学は自信が
ありません。大学時代は授業中にも，特に中
学生向けの問題の作問をやっていて，大学数
学の面白さには目覚められなかったですね。
大学１年の時に同期で数学オリンピックの金
メダリストがいたんですけど，むちゃくちゃ
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できるんですよね。教授から天才児って呼ば
れていたくらいで，「数学がすごい人ってこ
ういう人なんだ」って思ってから，俺は多分
違うんだなって思いました。 元々教育の仕
事に就きたくて数学科に進んだので，あんま
り数学自体を極めようっていう感じにはなら
なかったですね。「教えるために最低限必要
なことを学ぼう」っていう風な感覚だったの
で，大学時代に数学の面白さにあんまり気づ
けなかったですね。

—大学生から講師をされていたとのことです
が，そのまま今も講師を続けていこうと思われた
のはなぜですか
大学１年の頃からずっと早稲田アカデミー
で塾の講師をやっていたので，指導歴で言う
と 19 年くらいです。私自身はずっと教育の
仕事をやりたいと思っていました。元々最初
は学校の先生になりたかったんですよ。その
ためには授業の技術を身につけた方がいいな
と思い大学１年の頃からアルバイトで先生を
始めました。塾とかで色々な家庭をみていく
中で，もう少し教育のサービスというか教育
の間口を広げる，そういう仕事がしたいなっ
ていう風に思い始めました。
私が大学時代に思っていたことの 1 つは

「保護者をサポートするサービスって必要だ
な」っていうことです。特に，お子さんが中
学受験をしている保護者の方々だと周りが
見えなくなってしまって，子供を追い詰めて
いるご家庭がすごく多いなと感じていまし
た。点数に縛られる教育っていうのはよくな
いなと感じていました。もう１つは「先生を
教育するサービスを立ち上げないといけない
な」っていうことを思いました。そこで，私
は大学在学中に保護者をサポートする仕事と
先生に授業の仕方を伝えるようなサービスを
したいなと思い，起業を決意しました。
私が早稲田アカデミーで教えていたのは小
中学生がメインでしたが， 広い意味で教育
のことをちゃんと伝えていくには高校生とか

浪人生も教えないとわかんないだろうなと思
い，大学卒業を期に予備校講師として週６日
授業をやることになりました。25歳のとき，
１番最初に所属したのが北九州予備校という
予備校で，お茶の水ゼミナール，ベネッセの
お茶の水ゼミナールというところにも所属し
ていました。 北九州予備校の方は週３日九
州に行って授業をして，日曜日に那覇で授業
して，月曜日は鹿児島で授業して，火曜日は
博多で授業して，水，木，金，土は東京で授
業するみたいな生活でした。
27 歳の時に起業したので少しずつ授業を

減らしていき，30 歳の頃１回現場を離れま
した。予備校とか全部やめて個人塾で週１
日のコンサルをやって，たまに授業をしたり
とか，テキストを作ったり，カリキュラムを
作ったりとかっていう生活を３年くらいやり
ました。その過程で，数学の先生として身に
つけてきたスキルを活かさないともったいな
いなと思って「数学のトリセツ」を作り始め
ました。その中で会社もある程度安定してき
たし，「数学のトリセツ」をもっと広めたい，
また現場にそろそろ戻りたいなっていう気持
ちもあり，33 歳くらいの年に河合塾に採用
してきただきました。現在は河合塾の先生を
やりながら，自分の会社もやりながら，数学
のトリセツを作りながら，YouTube をやり
ながらみたいな，そんな感じの生活になって
ます。
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2 作問と教材研究
—中学生向けの問題を作成していたとのこと

ですが，作問で意識していることは何ですか
私が問題を作るときにイメージしてるのは

「ゴールから逆算する」ということです。例
えば２次関数で解の配置問題を問いたい場
合，ゴールがあってそれに至るまでにどうい
う問題を設定をしようかなっていうのを考え
ます。優秀な数学の先生たちは，１個のテー
マがポンってあったら，それを広げていって
問題まで作っていくという先生もいますが，
私は「この力を生徒に聞きたいからそこから
問題をこう組み立てていく」みたいなやり方
をしていましたね。

これは私が大学生の時に作った問題です。
この問題を生徒に解かしてみると，適当なと
ころに補助線を引いたりするわけですよ。僕
がこの問題を通して確認したかったのが「直
角三角形の斜辺の中点と直角を結ぶ線を引
く」というところ。要は長方形の対角線が互
いにこの中点で交わるというところですが，
こうすると，２等辺三角形が出てきて，辺の
長さ５が移って正三角形ができる。最終的に
は x の角度が出るという設定にしています
が，この問題のテーマは最初の線を引くとこ
ろなわけです。ここに気づかせるっていうと
ころを意識したかったので，あえて数値を５
という気づきやすい値にして作ったりしてい
ます。

—共通テスト対策の指導について，気を付けてい
ることはありますか
「きめる！ 共通テスト1)」という本が出

版されたのですが，ほんとに共通テスト対
策って難しいなと感じています。作問とは話
しがずれてしまうんですけど，試験として向
かないテストだなと思ってるんですね。共通
テストの問題自体が思考力を問うという意
味では結構いいと思うんです。例えば「学校
の課題でやっておいで」とか「１時間かけて
いいからこの１問解いてごらん」みたいな形
だったら悪くない問題だと思う。でも，あれ
を決められた制限時間の中で解けっていうの
は結構酷だなと思っていて，じゃあどう対策
練るのかっていったら，読解のスピードも必
要だし，ある程度の問題を解いた経験値がな
いと厳しいと思います。我々はぱっと見て最
終的にこれ２次関数の最大値・最小値の問題
だな，だからどれが変数でどこの部分がこう
意識されて２次関数になるのかなっていう読
みが立つじゃないですか。でも生徒からする
と，長い問題文を読みながら正攻法でやって
いくとすごい時間がかかると思うので，力を
育てるって意味がない。だからあれを時間内
に解くような対策って意味がないなって個人
的には思ってますね。問題自体が悪いという
よりは，試験として向かないと。あの試験で
合格，不合格を決めるわけじゃないですか。
それを制限時間の中でやらせるっていうのは
いかがなものなのかなっていうのは正直思い
ますね。
私は今回の本を書くにあたって改めて共通

テストの全ての問題と，センター試験の問題
と共通一次の問題の全部に目を通したんで
すけど，センター試験時代はちょうどいいバ

1) きめる！ 共通テスト 数学 I・A 改訂版，迫田昂
輝・田井智暁 著，Gakken，2024/6/20
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ランス，ちょうどいい難易度だなと感じてい
ます。共通テストになって，ボリュームも単
純に４倍くらいになっています。また，新し
く複素数平面や２次曲線が入るじゃないで
すか。それにあたって，過去問がないので何
問か作問したんですけど，特に２次曲線では
記号が多く困りました。点がたくさん出てき
て，長さを表すためには PQ とか PH とか
ABとかが必要になるのですが，マークの文
字には A とか P とかないですよね。そうす
ると，全部選択肢を作っていかないといけな
くって，要は，形式に合わせるためだけに，
聞きたい問題をちょっと変えなきゃいけな
いっていうのが非常に厄介だなと感じていま
す。だから共通テスト形式では問いたいもの
が限られる。例えば私が１問作問して断念し
たのが放物線です。軸に対して平行に入って
きた光が全部焦点に集まるという話をテーマ
に問題を作ろうと思ったんですけど，記号が
多すぎて断念したんですよ。あれは結局，入
射角と反射角が等しいっていうところから証
明するのが１番簡単かなと思うんですけど，
それだと記号がありすぎて，このマーク式の
形式で問題が作れなかったんですね。
河合塾は塾内で共通テストの対策のオリジ
ナル問題を定期的に配ってるんですよ。河合
の模試って全先生に割り振りがあってコン
ペ形式で編集委員がバランスと難易度を揃え
て問題を作ってるんですね。だから，全統模
試って結構質が高いんですよ。そこで，今回
模試には入らなかったけどいい問題だね，み
たいなものをストックしておいてそれを塾生
に配ってるんです。個人でやっていくには相
当難しいことだなと思ってるんですよね。
共通テストの対策をする教育って本当に無
意味だなって私は思ってしまいます。毎年自
分も試験会場で受験しているので思うのです
が，これ時間内に生徒解き終わんないだろう
なって毎回思っています。僕の場合，当然数
IA だったら大問 5 まで全部選択まで解くの

で，もちろん生徒より速いスピードで解かな
きゃいけないわけなんですけど，それ抜きに
しても生徒はきついよなと思います。これで
点数を取るための対策にどれだけ教育的価値
があるんだろうっていうのを私は感じていま
すね。
共通テストに関わらず，見慣れてない問

題って生徒の思考力が問えるのでいいよなっ
て思っています。僕毎年全国の都道府県の問
題を解いてるんですけど，例えば福井県とか
は難しすぎず，簡単過ぎず，でもちょっと生
徒が考えなきゃいけない要素が入っていて，
非常に質の高い問題が多いなって思ってい
ます。

これは 2017 年の福井県の問題。長方形の
紙があって，ここに半径 12cmの扇形があり
ます。ここに「円をかいて，円錐の展開図を
作りなさい」っていう問題です。円錐の展開
図を作るにあたってまず円のサイズを決めな
きゃいけない。それを決めたら，次は円をど
こに置けばこの横の長さが最小になるのかっ
ていう話。要は，紙を１番節約できるように
するにはどうしたらいいかっていう問題で
す。聞いてること自体はただの円錐の展開図
なので，定番の問題ですが，こういう設定っ
ていいなと思ったんですよね。展開図を与え
るじゃなくて，自分で作ってみる。横の長さ
を１番短くするには当然こっち (図の左側)

にこう寄せる必要があるわけじゃないです
か。寄せていった結果，今度はこの横の長さ
を問うっていう風な感じになってくるので，
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いわゆる共通外接線の問題と同じような形に
なっていくんです。設定自体見慣れていない
けど，解き明かしていけばそんなに突拍子も
ない問題。こういう問題，非常にいいなと思
うんですね。一方で，最近の県立高校の入試
は共通テストを意識しすぎていて，長文傾向
にあるなと思ってるんです。都道府県によっ
てその入試問題に対する意識が浮き彫りに
なってるなっていう気はします。ちなみに千
葉県は結構いいなと思ってます。レベル感で
あったりとか，その問うているものも結構ア
カデミックで。千葉県は好きです。多分全国
の問題解く人って少ないと思ってるんですけ
ど，解いてるからこそ結構違いは浮き彫りに
なりますよね。

3 教員の授業力向上
—教員の授業力を向上させるためのアドバイ

スを頂けますか
私が自分の授業スキルが１番上がったと
思ったのは模擬授業です。私が早稲田アカデ
ミーに入った時に，先輩たちから夜１時，午
前１時ですよ，その時間から開始する模擬授
業がありました。今の時代は分からないです
けど，当時は朝６時くらいまでやったりして
ました。その模擬授業でものすごいいっぱい
フィードバック，要はダメ出しを受けるわけ
です。話し方が鼻につくとか，そういうレベ
ルから，内容も含めて，立ち居振る舞いも含
めて，ものすごくたくさんのフィードバック
をもらえたので，そこがおそらく１番自分に
とって授業の技術が上がったタイミングか
なと思ってます。なので，私も教員研修授業
とかやっていますが，やっぱり模擬授業が１
番授業のスキルは伸びるなって思っていま
すね。
ただ，現場の先生方，模擬授業嫌がるんで
すよ。「え？なんで？」って思うんですよね。
この間私がやった数学教育フェスっていう
ところでも強くお話したんですけど，簡単に

言うと我々の授業が料理だとして，授業って
いうものが仮に料理店，レストランだとする
ならば，模擬授業って試食ですよね。簡単に
言うと，生徒に出す授業を事前にみんなで味
見するってめっちゃ大事なことだと思って
るんですよ。それで，そこでダメ出しされる
とか，そこでフィードバックを受けるってむ
しろいいことじゃないですか。１番大事なの
は生徒であって，生徒に最高の商品をおろす
ために裏方でみんなで検査し合うっていう
姿は，僕は当たり前の姿だと思ってるんです
よ。でも「授業見られたくない」とか「模擬
授業やって色々ダメ出しされるのは嫌だ」み
たいな，本当にどうでもいいプライドをもっ
てる人が多くいるってことに気づきました。
それでは日本の教育変わらないなっていう風
には感じました。なので私は「模擬授業をす
る，そしてフィードバックする」ことが先生
方のためになると思っています。また，他の
先生の模擬授業を見ることも大切で，授業を
見ながら，この先生のいいところはなんだろ
う，この先生の個性を活かしながらもっと生
徒に聞いてもらうにはどうしたらいいんだろ
うって考えることも，自分の授業を改善する
すごいいいきっかけになると思います。

—個別最適な学びのための工夫はありますか
空気を読まずに言いますけど，学校の先生

方が生徒さんに出している宿題で「正気か？」
という宿題の出し方をみかけることがありま
す。「４ステップや青チャートを何ページか
ら何ページまでやりなさい」のような，宿題
でポンッと出しておいて解説もしないとか，
解説配っておけばいいでしょうという考え方
の先生は少なからずいますよね。スタディエ
イドで問題を出力して「はい，やっておけ」
みたいな宿題とか，ゴールは何なのか見えな
い宿題もたくさん見てきているので，あえて
空気を読まずに言いますけど，現場の先生方
は他の先生の授業をちゃんと見て，他の先生
の課題とか宿題とかをちゃんと見て，自分の
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出してる宿題が本当に適切なのかという検
証をすることは絶対に必要だなと思っていま
す。ほんと，意味のない宿題，意味のない課
題で，それでいて意外とテストはどこの学校
もちゃんとしてるなと思いました。テストの
問題とか見ると，ちゃんと聞きたいことが聞
けていて，バランスもよくて素晴らしいなっ
て思うことは多いんですけど，宿題に関して
はほんとに哲学を感じない先生，こだわりを
感じない先生が多いなって私は感じてます。
それに対して手書きの解説をつけてる先生と
かもいるんですね。そういう先生はすごい素
晴らしいなと思うんですけど，「とりあえず
こっからここまでやっといて」みたいな感じ
の出し方をする先生って何も考えてないよな
とは正直思います。これはもう年齢関係ない
ですね。若い先生だろうがベテランの先生だ
ろうが，新しい情報をちゃんと得てないんだ
なっていうのは感じますね。

—先生はどのように宿題や課題を出していま
すか
私が集団授業で課題出すときにいつもやっ
ているのが，志望校やレベルとかに合わせて
生徒をA, B, Cの３段階に分けて課題を指示
する方法です。事前に生徒には「君は Bね」
とか伝えてあり，個々がどの課題をやるのか
は分かっています。そこで，今週の宿題みた
いなものがあったときに，紙にAは 2,4,5，B
は 2,4,5,7,8，Cは 2,4,5,7,8,9,10,11 のように
番号を全部かいたものを配って出題します。
大切なのは「可視化させること」です。特に
数学が苦手な子にとっては「まずこれだけや
ればいいんだ」のように，やるべきことが可
視化されることってとても大事だと思ってい
ます。何ページから何ページでは分からない
のですが，すべての問題番号を打つことで，
A の課題はどれだけ少ないかがぱっとみて
分かるんです。そうすると，これだけやれば
いいんだっていうのが明確になりやってくれ
る。僕はこういう出し方が好きです。

量を減らしてあげるっていうだけでも僕は
だいぶ変わるなと思っています。例えば，漸
化式を課題として出す時に，単元としての
最低限のラインってどこですか。もちろん
人によって変わっていいと思ってるんです
けど，僕は１次関数型って呼んでますけど
an+1 = pan + q まで，最低限これさえでき
てくれればいいかなって僕は思っているんで
すね。なので，Aのラインはとにかくここま
でができるように，Bのラインはもうちょっ
と付け加えた an+1 = pan + f(n)の f(n)は
一次式とか，Cの人ならば隣接３項間までと
か，f(n)が 2次とか 3次になった場合とか，
もしくは見慣れてないタイプの漸化式までっ
ていう風にゴールを決めてあげまて，それに
対して課題を設定するっていうのが，特に苦
手な子に対してのアプローチとしては大事な
のかなと思います。一律で宿題出してしまう
と「君は１次関数型ができればいいよ」って
いう子が「隣接 3項間漸化式のこれはなんで
t2 と tって置くんですか？」みたいな質問が
来るわけですよね。なので，生徒それぞれっ
ていうよりもほんとに最低ラインのゴールを
作ってあげるっていうのが，課題の設定では
大事なんじゃないかなと思います。

—課題の量が異なると，観点別でいうと主体的
に学習に取り組む態度の評価では同じ土俵で評価
していいものか難しさを感じます
これ私も逆にお聞きしたいんですけど，皆

さんがされてる評価っていうのは定性的，要
は頑張っているからいい感じというものです
か，それともテストの点数で区切るような定
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量的なものですか。
—なるべく定量的なものになるように定性的

なものをなるべく排除して，ここまで行ってれば
Aとか，いわゆるルーブリック的なものを授業中
の評価や生徒の自己評価でも基本的には作ってい
ます
確かに私は学校の現場で教えてないので，
その観点は全くなかったですね。でもやっぱ
りそれぞれの課題を出すっていうのは僕は大
事だと考えています。それごとにちゃんと A

が全部できてたら満点で，Aの中でもやって
こなかったら評定が下がるとかはありなのか
なと思います。A,B,C に分けることで評価
が変わってしまうっていうのはかわいそうな
感じがしますよね。Bの方が多く問題をやっ
てるから，こっちの方が評定上だよっていう
のはいかがなものなのかなと。要は，数学で
きる子は C までできちゃうけど，苦手な子
は A しかできないっていうのは当然あるわ
けじゃないですか。それはその子がサボった
からとかではなく，単純にその取り組んでき
た時間の違いとかはあると思うんですよ。そ
れは短距離走で早く走れるか走れないかと同
じような観点だと僕は思うので，それぞれの
完成度で評価をしていく方がいいんじゃない
かなと私は思いました。

4 映像授業について
—映像授業で意識されていることはありますか
目線ですね。配信の授業って 2つ，収録し
てるタイプとライブ配信してるタイプがあ
ると思うんですけど，どちらでも共通して言
えるのは，カメラ目線で喋れるかどうか。こ
れ結構大事で，僕は最初のうち本当にできな
かったんですよ。皆さんも意外とやってみる
とできないもんだと思うんで，是非カメラに
向かって喋るってことをやってみてほしいで
すね。それで，僕はカメラにまつげをつけて
とか，キャラを描いて紙で貼ってそのキャラ
に向かって喋るっていう練習をしました。い

くつか生徒に動画をみせたときに，カメラ目
線で話している動画は視聴維持率が長いんで
すけど，目線外している動画って視聴維持率
が非常に悪いんですよ。Zoom でも同じで，
ワイプみたいな感じで小さい画面に出ると思
いますが，そのときカメラから目線が外れる
んですよ。だから，その画面をなるべくカメ
ラの近くに動かすとか工夫をしています。

あと映像授業だと，うんうんっていう頷き
がびっくりするぐらい伝わらないので，そ
ういったところまで工夫しないと，対面授業
と同じような伝わり方にならないので，そう
いったところは結構気を使ってますね。私が
今出向している塾では，リアルタイムでこの
授業を他の校舎で受けられるっていうことを
やってるんです。その時にはめっちゃ呼び掛
けてます。遠方で受けてる子がたかし君だと
すると，「分かった？分かった？大丈夫，たか
しくん。ここ見えてる？」みたいに何回も確
認をします。そこまでやらないとオンライン
で受けてる子たちと対面で受けてる子たちの
差は縮まらない。定着度が全然変わってくる
ので，映像授業は映像授業なりのテクニック
とか技術を身につけないとうまくできないよ
なとは思ってますね。想定している授業を受
ける子のレベル，単位によっても全然変わり
ます。例えば自分のイメージなんですけど，
自分がほんとに２倍くらいのリアクションし
てあげないと，対面と同じようなテンション
で受けてくれないので，それはめちゃくちゃ
大事だなと思います。ハイレベルはね，全然
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どうでもいいと思うんです。学力とか意識の
高い子たちはどんな授業してても聞いてくれ
るので，全然それでいいと思うんですけど，
特にベーシックな子たちにオンラインで授業
するってなった時には，ものすごくオーバー
リアクションとか，声の抑揚とか，こういう
のはすごく重要になってくるなっていう風に
思いますね。

–YouTube の配信をされていると思います
が，きっかけや有効な活用方法を伺えますか
元々私が YouTube を始めたきっかけは，
私が数学のトリセツっていう本を書いてい
て，その本に動画の解説がついてるという
ものだったんですよ。その動画をちょっとサ
ンプルとして YouTubeで公開したら，本の
購買に繋がるんじゃないかって思ったので，
簡単に言うと宣伝のために YouTubeを始め
たんですよね。だから，YouTube で授業を
しようと思って始めたっていうよりは，宣
伝ツールとして使ったっていうだけなので，
YouTube に対して何の思いもなければ哲学
もなく，宣伝としての SNSという感じでやっ
ただけなんですよ。結果めっちゃバズって，
今登録は 22 万人ぐらいになったのでラッ
キーだなとは思ってるんですけど，あれに対
して何も思い入れもなければ，YouTube で
教育格差をなくすぞとかそんなことも思って
ないです。
映像授業を担当している側の意見として，
こういう風になんか学校に使ってもらえた
ら効果的なのかなとか。やっぱり映像授業は
対面授業に絶対勝てないって思ってるんです
よ。自分の映像授業がいいものだって思って
商品にしてますけど，一方で，現場で生徒を
見ている先生たちよりは影響力が低いと思っ
てるんですね。やっぱり先生たちがあってこ
その教育だっていう根本は変わらないわけ
です。一方で，先生たちの仕事を少しでも減
らしたいという気持ちはあって，例えば単元
の導入とか大変じゃないですか。理解度も生

徒によって全然違うと思うんですよ。そうい
うときに映像授業を使ってもらえると非常に
いいのかなっていう風には感じています。他
にも，体調不良で休んだりもあるじゃないで
すか。例えば三角関数の初回授業で欠席した
ら，２回目めっちゃしんどくないですか。加
法定理の授業を休んでいるのに，２倍角の公
式の授業とか，わからなくなるわけじゃない
ですか。そういう時に映像が活用できると思
うんですよね。
だから，先生たちの業務を減らすっていう

使い方が僕はいいと思っています。それで，
代わりに空いた時間でむしろ演習や思考力を
問うような問題を扱ってもいいと思うし，生
徒によっては違う課題を与えてあげて，現場
の中で個別指導みたいな感じでやっていくと
か，要は生徒によりフィットした指導がしや
すくなると思うんですよね。導入って，どう
しても一斉授業でいっぺんに伝える方が効率
がいい反面，理解度の差があったりとか，欠
席やらなんやらっていうのがあった時に，ど
うしてもエラーが生まれてしまうと思うの
で，そこを映像でカバーするっていうのは使
い方として非常にいいんじゃないのかなと思
います。それに適した教材で私がおすすめし
たいのが「数学のトリセツ」っていうもので
すね (笑)。

5 授業のお困りQ & A

–我々は日頃生徒と関わっており人間関係があ
る程度できた状態で授業を行いますが，先生の場
合はその日が初見の生徒に対しても授業をすると
思います。その際に，先生の世界に引きこむ工夫
はありますか
やっぱり話術かなっていうのは思います

ね。私も今日このインタビューに来る時に，
真面目な数学の先生方がいっぱいいらっしゃ
る中で，こんなちゃらんぽらんな人間が来て
大丈夫かなって，不安になってきてるんです
けど。自分の空気を作るためになるべく早め
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にボケるとかね，なるべく早めに笑いを取る
とかっていうのは授業の中でもものすごく
意識しますし，喋るスピード，声の大きさも
めちゃくちゃ意識するので，そこはやっぱり
話し方のトレーニング，伝え方のトレーニン
グっていうのを昔からずっとやっていたの
で，技術によるっていうところは正直あるか
なと思います。
でも，絶対に身につくはずなんですよ。私
がじゃあ最初から，自分で言うのもあれで
すけど，上手だったのかって言われたら，決
してそんなことはなかった。話を伝える技術
の一つとして「あえて不快に感じさせる」と
いうことも大事だと僕は思っています。例
えばたまに使うのが「こんな問題解けなきゃ
ダメでしょ」っていう言い方をあえてするん
ですよね。で，その後にちゃんとカバーして
あげる，フォローしてあげるっていうことを
やるんですけど，ダメだっていう風に言われ
るのって，やっぱ生徒は嫌なわけですよ。あ
えてダメだを伝えた後に，でもねっていう風
な言い方をして，ちゃんとそこを回収してあ
げる。ただ単純に褒めるだけじゃなくて，一
旦落とすみたいなところですけれども，そ
ういった会話のスキルとかっていうのは，１
個１個体系化して，僕は自然に使えるように
なっているんですけど，最初のうちはやっぱ
り頭の中で考えながら，そういうことを授業
準備の段階からやってました。
それと，授業準備の中で，話の準備をしな
い先生がめちゃくちゃ多いなと思ってます。
授業準備って，板書案作って，問題解いてっ
ていうのが多いと思うんですけど，何の話を
するかとか，誰にあてるかとか， ここでこ
ういう返しが来たら何を答えてあげようと
か，その話の内容まで準備をしてる先生って
すごい少ないなって思うんですよね。私は授
業準備って板書にもこだわりはあるんですけ
ど，それ以上に，このタイミングで何話そう
かな，こういう風にふろうか，こう書いてた

らどうしようかなっていうな感じで，結構ブ
ツブツ，授業準備やってるんですよね。

–明日からでもできるような技はありますか
明日からできるで言うと「間を取る」って

いうことですね。話の間って大事だと思って
るんですよ。要は黙る時間ですよね。でも多
くの先生方，特に若い先生が多いですけど，
間の時間が嫌いなんですよね。シーンとして
いる時間に耐えられない先生ってめちゃく
ちゃ多くて，矢継ぎ早に話して音で全部の時
間を埋めようとする先生ってすごく多いん
です。「はい，じゃあ解説していきましょう
ね。ここに中点があるからこう線を引いて，
そうすると等辺三角形ができて正三角形にな
るわけだよね。そうすると正三角形が…」み
たいな感じでずっと話をしていて余計な言葉
でずっと時間を埋めていく。間が怖いんです
よね。でもそうではなくて「さあここに中線
を引いたけど，この後何が見える？」みたい
な感じで間を大事にするっていうのは，僕は
意識としては重要かなと思ってます。あえて
黙る時間，あえて何も話さない時間，ずっと
こっちに向ける時間って大事だと思うんです
よね。黙ってる時間に生徒は顔を見てくれる
んですよ。喋ってる間って結構生徒の注意っ
て散漫になること多いですけど，黙ってやっ
てると「あれ？」みたいな感じでこう見てく
れるので，黙る時間や間を取ることは結構大
事かなと思います。
あとは思いついたことをポンポン話す人，

要はトークの準備してない先生はフィラーが
多いんですよ。「えー」とか「あー」とかっ
てめちゃくちゃ多いんです。効果的に使う手
段もあるとは思いますが，ベテランの先生が
「えー」とかっていうとなんか来るぞ来るぞ
みたいなファンファーレみたいなイメージ
が湧くんですけど，そうじゃない不快なフィ
ラーって結構あると思うんですよね。フィ
ラーを抑えるコツは「黙る」です。言いそう
になったら黙るんですよ。言いたくなったタ
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イミングで黙るだけで，フィラーって抑えら
れるんですね。私はここ２年くらいでこれが
だいぶ抑えられるようになったんですけど，
そうするとフィラーも抑えられるのと同時
に間を取ることもできるので，明日からでき
るっていう風なところで言うと，こういった
ところですね。あえて黙る，矢継ぎ早に言葉
を入れてタイムラインを全部音で埋めないっ
ていうことですね。
他に，私は発問をすごく大事にしていま
す。私は発問を３つに分けています。一つ目
は，誰でも答えられるような流れを作る発
問。例えば「sin θ = 1

2
のとき θは？」とか，

こういう簡単な発問を A としています。こ
れに対して，生徒に注意を促す発問を Bと位
置付けてるんですけど，要は集中力が切れた
子とか，あんまりこいつ聞いてないなってい
う子に向けてやる発問。少し頭使わせるやつ
ですね。宇宙と交信してるなっていう生徒が
がいたら「sin θの定義ってなんだっけ」みた
いな定義の確認とか，「sin(α + β) の加法定
理はどうなるんだったっけ」といったちょっ
と頭を使う発問で生徒の注意を引いたりしま
す。この 2 つを授業内では，A が 6 割くら
い，Bが 3割くらいで使ってます。最後の３
つ目の発問が，本当に思考力を促すような発
問で，ぱっと答えられないような発問です。
素数の話が出てきた時に「素数って何個ある
と思う？」とか「実は素数って無限個あるん
だけど無限個あることをどうやって証明す
る？」という風に，ちょっと思考を伴うよう
な発問っていうのを意識して，A,B,Cを大体
6：3：1ぐらいの割合で入れるっていうのを
意識してますね。
発問して答えるっていう生徒が参加してい
る時間がすごく大切だと思ってるので，授業
の中で発問は連発していて，90 分の授業だ
と 50 人以下のクラスだったら絶対に 1 人 1

回はあたっています。それくらい発問は重要
視してます。だから，授業準備では発問の準

備をすることも大事かなと思います。最初は
その授業準備に当然時間はかかるんですけ
ど，１年もやっていればわざわざ準備しなく
ても天然でできるようになると思うんですよ
ね。毎年少しずつアップデートされるとは思
うんですけど，聞かなきゃいけないことって
大体決まってくるじゃないですか。なので，
最初の準備はものすごく大変だと思うんで
すけど，１回そういう準備ができていけば２
回目以降はすごく時間が短くて済むと思いま
すね。
それと，発問に対して答えたら絶対に褒め

るってことはやっています。間違ってても
「ありがとう」とか「いいね」とか「よっしゃ」
とか「good」とか言って，答えてくれたこと
に対してリアクションをしてあげるってのは
すごく大切なことなので。

–板書の工夫を教えてください
板書へのこだわりをもっています。私は板

書ってすごい大事なものだと思っています。
字汚いんですけど，板書は綺麗だって言われ
るんですよ。例えば適当に色チョークを使う
先生とかいると思っているんですが，黄色は
どういう使い方をする，赤はどういう使い方
をする，青はどういう使い方をするっていう
のを自分の中でルール化しておくと，板書っ
てものすごく綺麗になるんですよね。僕なら
黄色チョークは君たちの赤ペンだよと，青は
補助色だから見栄えを良くするために使って
るだけだよ，とかっていう風にそれぞれの色
に意味をもたせています。
例えば最初の頃に指摘されたんですけ

ど，円が綺麗に書けなかったんですよ。今
は YouTubeとかだと円がうまいっていうコ
メントで溢れてるんですけど，めちゃくちゃ
下手くそだったんですね。でもあれはほんと
に何千個書いたかわからないですけど，むっ
ちゃ練習しました。あとは 4点以上の点が出
てきた時に，それを同一円周上で結ぶとかっ
て結構ハードル高いじゃないですか。あれも
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かけるようになったんですよ。目で見て線を
イメージして「ここに今円があるぞ」ってい
う感じでなぞるようにするとかけたりしま
す。先生方も，生徒のノート見るといいと思
います。生徒のノート見ると自分の板書の良
さがわかるはずなので。僕の教えている生徒
でもちゃんと聞いてる子とかはやっぱり綺麗
なんですよ。そのまんま参考書にできるぞっ
ていうくらい良いノートが出来上がるので，
それくらい板書はこだわりをもつべきかなと
思ってます。

–プリント主体の授業についてはどう思いま
すか
私も導入の時にはやっぱりプリントをよく
使いますね。ただ，教科書って思ったよりよ
くできてると思っていて，教科書にあるもの
をちゃんと抜き出してまとめたプリントであ
ればプリントの方が使いやすいなも思うんで
すけど，書かないと生徒って覚えないし，集
中もしないので，書くことは結構大切にして
ますね。教科書ってまあまあよくできてるは
ずなんですけど，プリントでずっと授業進め
る先生も結構多いなと思っていて，ただプリ
ントが間違っていることも結構あるわけです
よ。これ教科書でやった方が絶対いいよなと
か思う瞬間もあるので，やっぱり教科書は大
切にしてほしいなと思いますね。一部で教科
書の足りない部分，補助しなきゃいけない部
分はあるとは思うので，全部が全部教科書で
いいわけではないですけど，原則教科書に基
づいて授業するって大事だよなとは思うんで
すよね。
あと，例えば合成関数の微分だと「全体微
分×塊微分」のようなキャッチーなキーワー
ドをよく使いますね。他にも，円順列の公式
を絶対に教えないとか。(n− 1)!を教えるせ
いで円順列が分からなくなってると思うん
ですよ。例えば「お父さんお母さんが向かい
合う状態にして子供たちを配置する」とかっ
てなった時に，なんでもかんでも円順列にし

たがるんですよね。なんかわけの分からない
ことやるんですけど，基準から見た景色だと
「基準から見て何通りあるか」ってただそれ
だけなんだよっていう風なところ教えたり
します。あとは，反復試行の確率とか，あれ
も公式教えないですね。「具体例×並び替え」
でいつも教えてるんで，そういうキャッチー
なキーワードはちゃんとノートに取らせる
ようにはしてますね。項定理とかも覚えさせ
ないですね。教科書だとちゃんと目立つよう
に書いてあるんで，覚えなきゃいけないって
勘違いしますが，あれを覚えても何にも使え
ないじゃないですか。なので，その辺は板書
でうまく工夫をして教えるっていう感じです
かね。もうコンビネーション出てきただけで
「わー」ってなるけど，仕組みがわかればなん
も難しいものじゃないじゃないですか。コン
ビネーションでいうと，組合せは基本 nCr で
書かれるじゃないですか。だけど同じものを
含む順列では，最初に出てくるのが nCr じゃ
なくて階乗だったりしますよね。反復試行の
確率の時も私は階乗で全然やりますね。なん
なら nCr 書いた下に階乗の式書いてあげま
すね。

–今の話のように，nCr が出てくるとそれだけ
で嫌になってしまう生徒もいると思いますが，苦
手な子を離れさせないコツがあれば教えてくだ
さい
めっちゃ当てます，苦手な子ほど当てます。

得意な子は当てなくても集中して聞いてる子
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が多いんで，苦手な子を当てまくります。「こ
の先生は逃がしてくれないんだな」って思わ
せるのが大事だと思ってます。苦手な子でも
ほとんどの場合がそうですけど，当てられた
方が嬉しいです。自分のことは見捨てないん
だって思ってくれるので。だから，めっちゃ
当ててあげます。実際，できてない子に当て
るじゃないですか，すると答えられない。で
も，その子よりちょっとできる子たちもやっ
ぱり同じような問題を答えられなかったりす
るので，むしろ「答えられないことは恥ずか
しいことじゃない」っていう空気を作り続け
ることってすごく大切だと思っています。

–数学を勉強していく上で必要な力とは何で
しょうか
いらないんじゃないかな，能力なんか。僕
は最初の導入授業で「数学は言葉だ」ってい
うことをいうのですけど，ただの道具なので
別にどういう力もいらないかなとは思いま
す。数学を学ぶ姿勢として大事なことってご
まかさないことだと思うんですよ。理解を曖
昧にしたまま進めていくと，必ず途中でわか
らなくなる瞬間が出てくるので，常に考え続
ける。なんでだろうっていうことを常に考え
続ける姿勢をもちなさいって姿勢の部分は言
いますよね。解き方を覚えて問題に当てはめ
るみたいなやり方をしていたら，数学ってつ
まんないし一生できるようにならない。それ
で，数学の学習がつまらないって思ったまま
大学に入り，大人になって負の再生産が行わ
れていく。やっぱり「考えることから逃がさ
ない」っていうのがすごく大切なことだと思
いますね。

–「数学は言葉だ」というお話がありましたが，
私も解答は「人に伝わるようにかきなさい」と指
導しています。それでも，答えだけかいて「はい
終わり」という生徒もいます。何かいいアプロー
チがあれば教えてください。
難しいですね。これもちょっと段階が色々
あると思うんですけど，「まず解ける」って

いう段階を目指してる生徒が多いと思うの
で，書き方や表現の仕方って少し高度な部分
ではあるかなと思うんですよね。私は，高１
高２のうちはあんまり記述についてうるさい
ことは言わないです。とりあえずいつも意識
してほしいのが「板書の真似をしなさい」っ
て言い方をよくします。ものまねしてほしい
んですよね。高３くらいになるとやっぱり記
述ってすごく大切になってくるので，こうい
う独りよがりな，「お前これで伝わると思っ
てんだろ」「なかなかわがままな人間だなお
前」みたいなことは嫌味で言います。「モテ
ない」っていう表現，私はよく使いますね。
「こういう書き方してる人モテないよね」み
たいに。モテないは響きます（笑）。
だからまずは真似から。ノートの真似をし

て，そのとおりにまず書いてみてと。意味が
合ってたら別にどんな書き方でもいいんだけ
ど，意味がわかるような必要最小限の書き方
を授業でしてるから，それを真似しなさいっ
て言い方をしますね。

–逆に，数学が得意な生徒に対して，いわゆる
受験数学的な教科書にないようなことなどは触れ
ますか
生徒を引きつけるテクニックとして使うの

は全然いいかなと思うんですよね。その教育
的価値っていうよりは，生徒の興味関心を引
きつけて，極端な話「この先生すげえ」って
思わせるということもテクニックとして大
事だと思うので。「これ大学で習うんだけど」
とか一言付け加えながらやるっていうのは全
然いいことかなと思うんですよね。私はあん
まり予備校なのであえてやらない，どれだけ
削るかっていうのが大事だと思ってるので。
例えばロピタルの定理とかパップス・ギュル
ダンの定理とかなるべく教えないようにする
んですけど，ハイレベルなクラスを教えてる
ときには，興味のある子たちが「大学に入っ
たらこういうのやってみよう」みたいな感じ
になると思うのでやったりします。

12



03web (2025-05-15 21:54)

教育的価値っていうよりは，あくまでこっ
ちに引き込むテクニックくらいのつもりです
ね。教えすぎると，例えばロピタルの定理と
かってよくみんな使い方間違えるじゃないで
すか。教えるせいで間違えるというのがたま
にあるので。同じ考えで言うと，なるべく授
業中は同値記号を使わないとかですかね。た
かが式変形ごときで同値変形を使う子が結構
多いのですが，「逆成り立ってないやん」と
か「本当ににこれ逆成り立ってる？」とかっ
てなるじゃないですか。なので，なるべく授
業中には同値記号は使わないようにしていま
すね。
一方で，ハイレベルなクラスは普通に論理
記号を使いますね。全称と存在とかは全然使
います。集合の記号も実数とか自然数の記号
も全然使ってやりますけど，あの辺は自分の
板書も楽になるし，ハイレベルな生徒だとど
うせ１年後にやるんだからねっていう風な話
をして使えるので。でもマストだとは思って
いないです。

–クラスの中にレベルに差があるというか，幅
があるのですが，どのあたりに合わせていますか
僕がいつも言ってるのが，第四分位数に合
わせるっていう表現します。要は，できない
方から数えて下から 25% のラインのところ
に合わせます。上には合わせないです。これ
は授業にもよりますが，一般的な高１，高２
の授業だったら，さすがに１番下に合わせる
としんどいんだけど，それよりちょっと上の
25% のラインがちゃんとついてこられる授
業にしてますね。これはいくつか側面があっ
て，上の子たちって適当にポンポン課題を出
せば考えといてくれるので，その授業の内容
がわかってる人には「ここの部分を考えてみ
ようか」って補助ができるんですけど，でき
ない子にはそのような補助はできない。でき
ない子に合わせとかないと，上の方に合わせ
て下をカバーすることって無理なので。 な
ので僕は下 25 パーにいつも合わせた第三四

分位数に合わせます。苦手な子からわからな
いですっていうクレームがあったとしても，
得意な子たちから授業が簡単すぎますってい
うクレームはあんまりないので。それに上だ
と思われてる子たちもあんまりできなかった
りとかするので。

–教育の現場ではここ数年 ICT の活用が勧め
られています。数学の授業でこういう使い方ある
よとか，アイデアがあったら教えてください
思いつくのは２次関数動かすとかですね。

ムービー的に見せたいもの，例えば微分係数
の導入の時とかに，最初直線をとってから１
つの点を指で近づけて接線にするとか，動き
をムービーで見せるとかはできるのではない
でしょうか。むしろ良い使い方なんかあった
らぜひ教えてほしいですね。立体を動かすと
かそういうのもあると思うんですけど，むし
ろ大事なことって「見えない立体を想像する
力」じゃないですか。数学の学習って見せす
ぎるのも良くないと思うし。だから数 IIIの
求積問題で体積を求める時とかに具体的な形
が分からなくても体積が求められる。具体的
な形を知りたいっていう場面に使えると便利
なのも確かですけど。
僕がだいぶアナログ人間で，授業でデジタ

ルをなるべく使わないように授業してるの
で，むしろなんか活用方法であったら自分の
アップデートのためにも知りたいので，もし
なんか出てきたら是非いつか教えてくださ
い。
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6 教員・生徒へメッセージ
–千葉県の数学の先生方に，期待することやメッ

セージを頂ければと思います
塾は敵じゃないです。多くの塾や予備校の
先生は学校の先生と連携したがってます。僕
が関わりのある学校の先生方はすごく意識も
高いし生徒のことを思ってる方が多いです。
また，文科省の縛りがあったりする中で，現
場でご活躍されてるのを見ていて，純粋に尊
敬もしています。多分生徒のためっていうと
ころは変わらないと思うんです，単純に場所
が違うだけであって。そこをもっと有機的な
形で，公教育と私教育が繋がれる未来があっ
たらいいなと本当に心から思っていますし，
そう思ってる先生は多いと思います。共に生
徒のために手を取り合いましょう。
我々が提供できるものって教材や授業の仕
方・教え方とかだと思うんですけど，生徒と
過ごす時間が長いので，子供の悩みを解決す
るっていうのは学校の役割だと思ってます
し，学校じゃなきゃできないことだとも思う
んですよね。なので，塾で学校の悩みとか聞
いてしまうと，少し残念な気分になるんです
よ。「先生がずっと教科書を読んでるだけで，
質問をしに行っても教科書読めばわかるしか
言わないです」とかね。
「学校の授業が退屈で，もっとハイレベル
なことを教えてください」っていうのは全
然いいと思っていますし，それがむしろ塾の
役割だと思います。ですが，要は基礎的なこ
とをすっ飛ばした受験対策ばかりを先生が
やってしまうとか，本来であれば学校って学
問の基礎となる部分をやってほしいのに，テ
クニックばっかり教えてしまうとかという問
題の側面もあるなとは思っています。進学校
だったらニーズもあると思うので難しいと思
うんですけど，変に学校が予備校寄りになっ
てしまっている傾向もあるよなと思っている
んですね。それは果たして健全なのだろうか

と。例えば加法定理。予備校の授業の中で加
法定理の証明とかできないので，学校でやっ
てほしいなと正直思うわけですよ。なぜこれ
が成り立つのだろうかとかって，結構大事な
テーマだと思うんですよね。もちろん時間の
都合上できないこともあるでしょうし，「見
といて」で済ますこともあるだろうし，あえ
てベクトルを習ってから内積で証明した方が
楽だからベクトルの時に取っておこうとかっ
ていうのはありだと思うんですよね。
だけどやっぱり「学問にしっかりと向き合

う」というところを学校でしてもらえると非
常に嬉しいな，とは思っています。今は結構
逆になっている気がするんですよね。授業の
中で証明もやったりするんですけど，「学校
で習わなかったか」と聞くと「とりあえずこ
れは覚えろ」って言われたみたいなことは多
くて。「逆じゃないか？」って思うんですよ
ね。とりあえずこれを覚えろっていうのは，
点を取らせる仕事をしている塾や予備校に
振ってしまって，学校では学びとかその本質
的な部分にフォーカスを当てられる未来が
来るといいなとは思ってます。例えば英語だ
とわかりやすいと思ってるんですけど，とり
あえずいっぱい文を読んで単語を覚えれば長
文なんか解けるようになるんだっていう学校
の先生がいて，塾ではしっかりと文法から教
えて正しく読むってことをやってくれている
と。本来，逆じゃないかと思うんですよ。む
しろ，正しい文の読み方とかは学校で習うべ
きだよなとかって思っていくと，今，塾で本
質的なものを学習して，学校でなんか点を取
るテクニックを習ってるみたいな状況になっ
てる気がすることが多いです。
この間，生徒から見せてもらったプリント

で Σ の式がバーって書いたドリルみたいな
のがあって，「これを授業の中で 30分以内で
全部解くみたいなタイムトライアルがありま
す」と生徒が言っていました。本当に意味な
いと思うんですよね。そうじゃなくて，むし
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ろなんか１個 Σの式をポンって書いて，「こ
れをどうやったら計算できるだろうね」って
考えたり話し合ったりとかするほうががいい
ですよね。そんなタイムトライアルドリルな
んか塾にやらせろと思います。各々の役割の
中でちゃんと生徒を育てていきたいですねっ
ていうのが僕が思ってる希望です。予備校の
先生で学校の先生が嫌いな人も中にはいて，
逆もしかりだとは思うんですけど，やっぱそ
ういうプリントとか最初にお話しした宿題の
出し方とかを見たりとかすると「学校何やっ
てんねん」って思う人いると思うんですよ。
でも一方で，なんかそれを表に出してしま
うと，塾側と学校の分断を生んでしまうと
思っていますし，これは良くないことだと思
うので，やっぱ私教育と公教育がちゃんとコ
ミュニケーションを取ってお互いがカバーし
合える形が理想だなとは思っています。もう
少しコネクトする場面っていうのが増えると
いいのになと思いますよね。色々な予備校が
教員向けの研修やっているじゃないですか。
でも参加する先生って本当にごく一部の意識
の高い人たちばっかりなんですよね。それっ
てなかなか健全じゃないと思ってるので，強
制的にでも話し合う場であったりとか，そう
いうものがないと意味がないかなとは思いま
すね。

–ありがとうございました。最後に，進路や数
学の勉強に悩む県内の高校生に向けてエールや
メッセージを頂けますか
テストの点数なんかゴミ箱に捨ててしまえ
と。考えることから逃げるな。考えることを
楽しもう。点数のための勉強なんかやめてし
まえって思っています。予備校の講師が言う
のはどうかなってほんとに思いますが心底
思っていて，点数にとらわれると考えること
が楽しくなくなるし，考えたことは財産なの
に，点数っていう評価で考えることが無価値
だってなってしまうのは本当にもったいない
こと。だから，点数にこだわるなということ

をあえてこの立場で言います。「考えること
を楽しもう」ということを高校生には伝えた
いですね。
その昔ものすごく勉強できない中学３年生

がいたんですよ。分数の足し算ができない，
分数を小数に直せない，「２分の５を小数に
直してごらん」って言ったら 2.5と答えるの
で，できるじゃんと思って「じゃあ 2分の 3

を小数に直してごらん」と言ったら 2.3と答
える子だったんです。でも自分が勉強できな
いというのはわかっているので，学校の提出
物だけは頑張ってやっていたんですよ。ただ
やって提出するだけなんですけど，評点がも
らえるじゃないですか。学力試験でやったら
こいつ間違いなくどこも受かんないけど，評
定っていうシステムがあることで救われる子
もいるんだっていうのは思いました。何がな
んでも評定なんかなくなればいいとは思わな
いですけど，なんか適当じゃダメなんですか
ね，評定って。高校の立場でも感じるとこは
あります。そういう子のための逃げ道になっ
てる感をちょっと，感じるんです。

—長時間のインタビューありがとうございま
した。
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